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近年、CBRNEテロに代表される国際テロリズムの脅威の高まりを背景に、核セキュリティ体制

強化へ向けた流れが世界的に加速している。核物質の不法移転の検知を目的として、各国で核物

質の非破壊測定（NDA）技術の開発が進められているが、依然として重金属中に隠匿された核物

質の現場レベルでの検知は困難な状況にある。高濃縮化することで大量破壊兵器として用いられ

る可能性が高い 235U は、自発核分裂が少なく、放出されるガンマ線のエネルギーも低いため、簡

単な遮蔽を施されるだけでパッシブ型の NDA装置による検知が不可能となる。 

アクティブ型の NDA手法は、隠匿された核物質の検知に適しており、パッシブ法に比べ感度も

高い有望な手法であるが、非常に高価で重厚かつ大型な装置を必要とする上、現場運用に適した

外部放射線源も存在しないことから、計量管理等を目的とした据置型の利用に適用範囲が限られ

ていた。そこで我々は、回転照射法と呼ばれる新たなアクティブ中性子法を提案し、本手法によ

る核物質検知を実証した 1)。回転照射法による核物質検知装置は、主に中性子線源を回転させる

回転照射装置と中性子検出器で構成される。3.7 MBqの 252Cf線源（表示付認証機器）の使用を想

定しているため、測定感度向上には高い検出効率を有する中性子検出器の使用が必須となる。我々

は、中性子検出用の物質として水に着目し、回転照射法に特化した水チェレンコフ中性子検出器

（WCND）を新たに開発した。ガンマ線との弁別に

は波高弁別法を採用し、従来の 3He検出器に対して、

低コストかつ高感度な中性子検出を実現した 2)。本

研究では、鉛板で遮蔽された濃縮ウラン試料に対し

て、WCND を用いた回転照射法を適用し、核物質検

知可否の検証を行った（Fig. 1）。最も高いガンマ線

検出感度を有するパッシブ型検出器の一つである可

搬型ゲルマニウム半導体検出器による測定も実施し、

両手法の比較も行ったので、結果を報告する。        Fig. 1 実験セットアップ 
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